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「市社会福祉協議会」は、皆さんの参加と支
えあいで福祉のまちづくりを進める社会福
祉法に位置付けられた民間の福祉団体です。
皆様からの寄付金、賛助会費、共同募金に
支えられています。

広　報

自治会に加入しよう！
自治会活動は

地域福祉の原動力！
自治会に関する問合せ

市自治会連合会事務局
電話・ＦＡＸ 042-753-3419

ホームページ hｔｔp://www.sagamihara-jichiren.jp/

今月のいいひと 11·12月今月のいいひと 11·12月

相模原市社協 クリック

インタビュー全文はホームページで

相模湖地区社協
ぬくもりスタッフの皆さん

（緑区相模湖地区）

ご近所
おむす

びサポ
ーター

メッセ
ージ近所お

むすび
サポー

ター

セージ
地域の

支え合
いって

、やっ
ぱりい

いね！

社会福
祉法人

 相模原
市社会

福祉協
議会　て や

アメリ
カンフ

ットボ
ールチ

ーム　
ノジマ

相模原
ライズ

は

ご近所
おむす

びサポ
ーター

を応援
してい

ます。

マスコ
ットキ

ャラク
ター

にこま
る

ご近所おむすびサポ
ーター

メッセージ

地域の支え合いって、や
っぱりいいね！

社会福祉法人 
や

アメリカンフットボール
チーム　

ご近所おむすびサポータ
ーを応援しています。

マスコットキャラクタ
ー

にこまる

ご近所おむすびサポーター
メ

ご近所おむすびサポータ
メ

地域の支え合いって、やっぱりいいね！

社会福祉法人 相模原市社会福祉協議会　

って

アメリカンフットボールチーム　ノジマ相模原ライズは

ご近所おむすびサポーターを応援しています。

マスコットキャラクター

にこまる

河本　德一さん
（中央区東淵野辺在住）

　昭和45年から少年院に図書
代の寄付を続けている河本さ
ん。「少年院では本が不足し、
読みたい本があっても読めな
いことを知り、今自分にでき
ることをと思い寄付を始めま
した。ある少年院では『河本文
庫』という書庫まで作っていた
だきありがたいです。喜んで
くれる人がいるならばこれか
らも支援していきたいです。」

　「赤ちゃんのための小さくて
かわいいものを作ることだけ
で楽しいし、それが地域に役
立っていると実感できることが
うれしい」
　相模湖地区社協では地域で生
まれた赤ちゃんのために手づく
りプレゼントを渡しています。
愛情たっぷりのプレゼントを
作っている「ぬくもりスタッフ」の
みなさんにお話を伺いました。

問合せ　県共同募金会相模原市支会
 　　　  （市社協 総務課 内）
 　　　  電話 042-730-3888

　今年も12月1日から「年末たすけあい募金」
が始まります。
　皆さまの善意は、市内のねたきり高齢者、
要援護世帯への激励品や援護金の支給の他、
障害者地域作業所や認定保育室等福祉施設へ
の備品購入や事業活動等に役立てられます。

　10月１日から実施している赤い
羽根共同募金。多くの方々のご協
力により、各地域で街頭募金を行
いました。
　アメリカンフットボールチーム
「ノジマ相模原ライズ」の選手の
皆さんも駅頭で障害のある方たち
と一緒に協力の呼びかけを行い、
大勢の皆さまから募金をいただき
ました。ありがとうございました。

年末たすけあい募金にご協力をお願いします！
12 月 1 日～ 12 月31日

ありがとう
メッセージ

～募金の輪が地域で広がりました！～

あなたも
「ご近所おむすびサポーター」

バッジをつけてバッジをつけてメッセージを寄せてメッセージを寄せて

　自分の身近に住むご近所の人達に対して、困っている人が
いれば悩みを聴いて、解決方法を一緒に考えたり、解決の手助
けができる人や必要な福祉サービスを紹介したりする「お世話
焼き」・「助け合いに取り組む人」のこと。
・「おむすび」の言葉に、人と人を結び付ける、悩みを福祉サービスに結び付ける、という意味を
込めています。

・特定の職や資格ではありません。ご近所を大切に思う気持ちを高めることで誰もが「ご近所
　おむすびサポーター」になれます。

「ご近所おむすびサポーター」（略して「おむサポ」）とは

・「困っている人」の困りごとの深刻化
　(例：孤独死や虐待への進行)を防げます。
・人と支えあう関係ができることで、安心し
　て生活ができる、より居心地の良いまちに
　なります。

あなたのまちにたくさんの ご近所おむすびサポーターがいれば…

　「ご近所っていいね！大事だね！」と
いう気持ち、ご近所の方と助け合おうと
いう意識を高めていただくため、あなた
の気持ちやご近所のためにできることを
メッセージカードに書いて宣言して頂き
ます。宣言した方には「ご近所おむすび
サポーター」バッジをお渡ししています。
あなたもご近所おむすびサポーターに
なりませんか？

ご近所おむすびサポーターになるには？

ご近所おむすび
サポーター

メッセージカードは市社協の窓口や
イベント等で配布中。お問合せください。
企画財政係　電話 042-730-3888

　昨年度の助成金で購入した
三輪車やスケーターを使って
子どもたちは順番待ちができ
るぐらい大喜びで遊んでいま
す。ありがとうございました。

どんぐり保育園



※貸付期間は6ヶ月以内。

シリーズ 楽しく「『ふくし』でまちづくり」 福祉コミュニティ形成事業　 No.４

～たくさんのご寄付をありがとうございます～
一人ひとりが福祉活動

平成24年９月１日から10月31日までにご寄付を寄せられた方は、次のとおりです。

　市社会福祉協議会には、市民の皆様から多くの寄付が寄せられ、
福祉の向上に役立たせていただいています。「地域住民の参加と支え
あいによる福祉のまちづくり」を実現するため、ひとりでも多くの方
のご協力をお待ちしております。  

今月の気になる本
精神科・心療内科の上手なかかり方がわかる本
渡辺　登／監修　講談社　本体1,２00円（税別）

　心の病気になった方が精神医療に対する不安や疑問
を消し去り、安心して治療が受けられるように、医療
機関・医師の選び方から診察・治療の流れまで、心の
病で苦しむ本人・家族に役立つ情報を紹介します。

寄
付
物
品

〔個　人〕
●社会福祉のために

●障害福祉のために
●少年院図書代のために
〔企業・団体〕
●社会福祉のために

●障害福祉のために
●交通遺児のために

〔個　人〕
●雑貨

●福祉用具
●日用品

●衣類
〔団　体〕
●衣類

大　沢
小　山
大野北
大野中
相模台
新　磯

大野北

小　山
光が丘
　〃
　〃
大野北
　〃
　〃
　〃
田　名
大野中
市　外
　〃

大野南
大野北

大　沢
中　央

大野北

相模台
（敬称略・順不同）

地区名名前・名称寄
付
金

矢沢　　守
佐藤　榮一
高口美保子
森　　郁代
飯田　利宇
大久保はつ子
匿名７件
匿名１件
河本　德一

笛吹とみ子歌謡チャリティー大会
青葉地区自治会連合会チャリティゴルフ大会
松葉町婦人会
スマイルデイサービスセンター・ビーチ
特定非営利活動法人パラボラジャパン
ビバーチェ共和店募金箱
はなえみ指圧マッサージ青木恵美子
株式会社河本総合防災
キャタピラージャパン労働組合相模地区
グリーンハイツ婦人会
歌謡ステージ星空の会 代表うと五郎
茶道裏千家淡交会相模支部
匿名４件
相模原けやきの会
大野北地区交通安全母の会

岡田　文子
大谷　勝子
匿名１名
匿名１名
青木　恵美子
匿名２名
匿名１名

源悟山顕正寺

平成23年３月17日から平成24年10月31日までに以下の金額を受け付けしました。 
1. 全額を「被災者への義援金」とする募金　  62件　  2,292,788円
2. 半額ずつを「被災者への義援金」と、「被災者を支援するボランティア・
　　NPO団体の活動支援費」とする募金　 　　 111件　15,557,180円
　  ⑴義援金として　 　　　　　　　　  7,778,590円
　  ⑵ボランティア・NPO団体の活動支援費として　   7,778,590円
＊募金は中央共同募金会を通じて配分されます。配分状況については、中央共同募金会 
  ホームページをご覧ください。 
　東日本大震災により被災されました皆様には心よりお見舞い申し上げます。
　今後も継続的な支援をどうぞよろしくお願いいたします。

東日本大震災被災地支援募金東日本大震災被災地支援募金東日本大震災被災地支援募金受付中

　田名地区では、「地域住民の困りごと」に対する「地域住民による支え合い」の活動

の仕組みとして、田名ボランティアセンター（以下

田名ボラセン）を運営しています。立上げの目的として

は、新たな個人ボランティアの受け皿づくりという

意味もありました。

　活動内容は、「庭の草取りや高い場所のお掃除が大変

になってきた」、「お話し相手がほしいな」、「1人で通

院がちょっと不安なので、付添いがほしいな」など、

行政サービスではカバーしきれないちょっとした困りごとへの対応や、介護施設の

イベントのお手伝い、小学校の体験学習のお手伝いなど様々ですが、「身近な地域

の住民同士の助け合い」をモットーに、できる限りお手伝いできるよう、精いっぱ

い応じています。

　センターの開所日は毎週火曜日と土曜日（午前10

時～午後３時）で、19名のコーディネーターが交替

で相談や活動の調整を担当し、61名のサポーターの

皆さんが話し相手や通院付添いなど様々な活動に取

り組んでいます。

　また、「支えあい・助けあい」の気持ちが田名に根

づいていくことを目指して、ボランティア講座の開催や、中学生のボランティア

体験の機会を作るなど、ボランティア活動への啓発も行っています。

　スタートしてまだ３年目ですが、地域の皆さんに「困り事はまず田名ボラセンに

相談しよう」と言われるよう、地域包括支援センターとのコミュニケーションを

密にしながらゆっくりと着実に歩みを重ねていきたいと思っています。

田名ボランティアセンター（中央区田名5222）　

連絡先：042-719-8909　HP：http://tanashakyo.com/tanabora.html

気持ちに寄り添う
お話し相手ボランティア

中学生の福祉施設
ボランティア体験

　このシリーズは、各地区で取り組まれている「福祉コミュニティ形成事業」を紹介
します。今回は、田名地区社協の取組にスポットをあてました。

＊事前に電話で予約をしてください。（定員になり次第、予約を終了します。）
＊相談は一人1回とさせていただきます。

午後１時20分～４時
（相談時間は一人40分間です）

12月27日（木）

１月24日（木）

相談日時（予約制）

場　　　　所　あじさい会館5階　福祉研修室
対　　　　象　高齢者・障害者とその家族
予約受付時間　月～金曜日（祝日・年末年始を除く）　午前8時30分～午後5時

申込み・問合せ　あんしんセンター係　電話 042-756-5034

無料

　県民から寄せられた「交通遺児への寄付金」と、市社協へ寄せられた「交通遺児指定寄付金」を
交通遺児へお渡ししています。該当される方は平成25年１月７日（月）までに申請をしてください。

対　象　市内に住所を有する交通事故等（列車、電車、船舶、航空機等交通機関の運行上の事故を
　　　　含む）により20歳未満の遺児がいる世帯
手続き　申請書、事故証明書、住民票等の書類の提出
内　容　１. 県交通遺児援護基金
　　　　（1）見舞金 100,000円
　　　　　　○事故当時、県内に居住していた20歳未満の交通遺児がいる世帯
　　　　　　　※ただし、神奈川県労働災害遺児等見舞金支給対象世帯は除きます。
　　　　（2）激励金 50,000円
　　　　　　○小学校に入学するとき　○中学校に入学するとき
　　　　　　○中学校を卒業するとき　○高等学校を卒業するとき（大学入学検定試験合格を含む）
　　　　２. 市社協寄付金
　　　  　　○市社協へ「交通遺児のために」と指定された寄付金の配分（金額は毎年異なります）
問合せ・申込み　南事務所（電話 042-765-7065）
　　　　　　　※昨年度も上記「２ 市社協寄付金」を受けている場合はご連絡の必要はありません。

交通遺児世帯の皆様へ

弁護士による権利擁護相談
～人権や財産等の権利擁護に関する個別相談～

法律相談

見舞金・激励金をお渡しします見舞金・激励金をお渡しします

　低所得等の理由で、他から貸付を受けることが難しい世帯のご相談をお受けしています。
■総合支援資金
　失業等により生活の維持が困難になった世帯へ生活費及び必要な資金の貸付をしています。
　（ハローワークに登録し継続的に就職活動を行うことが条件となります。）
　●生活支援費･･･生活再建に向けて就職活動を行う間の生活費

　  複数人世帯 月額 200,000円以内の必要額
     単 身 世 帯 月額 150,000円以内の必要額

■教育支援資金
　高等学校・高等専門学校・短期大学・大学への進学や通学に必要な資金の貸付をしています。　
　（申込にあたってお住まいの地区の民生委員による自宅訪問を行います。）

　交通が不便な相模湖地区では、自分の車に近所の人を乗せて一緒に買い物に行くな
どの、自家用車を使った「助け合い」が行われています。でも、この「助け合い」には、
お礼や保険等の不安があります。「ついでにちょっと乗っていきなよ　支援サポート」
は、そんな負担を少しだけ軽くすることによって助け合いを広げようと、相模湖地区
社協が取組む「福祉コミュニティ形成事業」で生まれた新しい仕組みです。

Ｑ どんなサポート？
Ａ「ご近所のお年寄り等を自分の買い物のついでに車に乗せて行ってあげている」
　そんな助け合いを一部サポートします
〇乗せていった回数に応じて相模湖地区内のガソリンスタンド等で金券として使える
「おしどり券」をお渡しします。　
〇登録者の「送迎サービス補償」保険料を負担します。

Ｑ 利用するにはどうすれば良いですか？
Ａ登録が必要です。乗せて行く方には、免許取得1年以上、対物、対人無制限の
　保険加入等いくつか条件があります。乗っていく方も保険加入の為、登録が必要
です。詳しくは問合せください。

問合せ　相模湖地区社協　電話 042-649-0202

◎資金貸付には、神奈川県社会福祉協議会による審査があります。
　いずれの資金も貸付要件に該当する世帯に対し、審査を経て貸付を行っています。資金種類によりそれぞれ
　要件等が異なりますので、詳しくはお問合せください。

問合せ　在宅福祉係　電話 042-756-5034

得等の理由で 他から貸付を受ける とが難しい世帯のご相談をお受けしています

生活福祉資金貸付制度のご案内生活福祉資金貸付制度のご案内

保健と福祉のライブラリー（図書室）
 電話 042-769-8275　ウェルネスさがみはら1階
※保健と福祉のライブラリーでは本の購入はできません。
※ホームページで、保健･福祉･医療分野の本を紹介しています。

問合せ

機
病

平成25年

高等学校
専修学校
（高等課程）

教育支援費（月額上限額） 35,000円 60,000円 60,000円 65,000円
就学支度費（入学時のみ該当）　　 500,000円

短期大学
専修学校
（専門課程）

高等専門学校 大　学
●貸付限度額

「ついでにちょっと乗っていきなよ
　支援サポート」が始まりました 相模湖地区社協

登録者募集

　11月３日(土)に社会福祉大会を開催し、第１部では地域福祉活動に活躍された方々などを表彰しました。第2部では「お楽しみ
コンサート」として、グリーンエース・ジャズオーケストラの演奏によるジャズコンサートを行い、お楽しみいただきました。

上溝ひまわりの会
昭和61年の設立以来、上溝地区内のボランティアグループとして
福祉施設との交流、地区社協事業への協力、特にミニリハビリ教
室には全面的に取組み、地域福祉の推進に大きく貢献されました。
（会員数38名）「ミニリハビリ教室では季節に合わせたイベントを
自分たちで企画しています。利用者の方に喜ばれたときはとても
うれしくて、活動の励みとなっています。」と代表の北さん。

特別表彰受賞者の横顔

スイムスイミング会
昭和62年の設立以来、視覚障害者や知的障害者への水泳指導を
通して、体力増進や介護予防、余暇支援に取組み、障害福祉の
推進に大きく貢献されました。（会員数26名）「男性６名女性20名、
40才から83才までの会員が水泳を楽しみながら活動しています。
参加される方が元気になり、喜んでいただけることが励みになって
います。」と代表の合谷さん。

【感謝の部】
　次の方は、寄付をされ、社会福祉の進展に大きく貢献されました。
青葉地区自治会連合会チャリティ親睦ゴルフ大会、株式会社ア・ドマニー、神奈川
土建相模原支部、キャタピラージャパン・システムサービス労働組合、キャタピ
ラージャパン労働組合相模地区アクティブハート、株式会社 スーパーアルプスお客様
一同、株式会社 スーパーアルプス、セントラル自動車労働組合、東林間商店街振興
組合、相模原鹿沼球友会、相模原市立淵野辺小学校PTA、フルヤ会、森郁代、横河
電機労働組合、歌謡ステージ星空の会代表　うと五郎、奥森勝彦、社団法人神奈川
県エルピーガス協会相模原支部、社団法人神奈川県柔道整復師会相模支部、神奈川
県生命保険協会町田ブロック、社団法人神奈川県トラック協会相模地区支部相模原分
会、株式会社河本総合防災、高野山真言宗　相模宗務支所、株式会社広和産業・有限
会社コーワ、相模原市ダンススポーツ連盟、セレモニーホール永田屋、全国大陶器
市振興組合、福前健康体操、むぐら会、株式会社村内ファニチャーアクセス、　住
広子、持田勉、ＫＹＢ労働組合、石川久次、明るい社会づくり運動　相模原けやきの会、
持田美惠子、大谷勝子、源悟山顕正寺、相模原市印刷広告協同組合、コロムビア
星有子、日本クラウン平浜ひろし、株式会社ヌマヤ相模原店、グローブライド株式会社

　次の方々は、法人賛助会員として協力をされ、社会福祉の向上に貢献されました。
カプスゲル・ジャパン株式会社、株式会社カネハル、タイヨー印刷株式会社、原　武

■市社協事業協力者
　次の方々は、永年にわたり本会事業協力者として活動され、地域福祉の向上に
貢献されました。
品田タマヨ、中田百合江、高木喜代美、渡辺幸子、酒井実枝子、鈴木幸子、新井
富佐美、丸山まさ、塩田美子、長谷川利恵子、木下洋子、小林美子、加藤ヒサ、大関
与志子、藤森静枝、戸部左千子、北島きよ乃、鈴木詩子、田本貞子、渡邉廣子

（順不同、敬称・団体代表者名略）

冣

～相模湖地区にお住まいのみなさん～

問合せ　地域福祉係　電話 ０４２-７５６-５０３４

福祉コミュニティ形成事業とは…
　地域の福祉活動の推進役として地区社協が中心となり、地域の皆さんで「困りごと」の解決
策を考え、支えあいの福祉のまちづくりを目指すものです。この事業は「市地域福祉計画」
の重点的な取り組みのひとつで、市社協と地区社協が協働ですすめており、現在15地区で
実施されています。

ミニリハビリ教室でのミニ運動会

ひまわり工房での水泳指導

【表彰の部】
■社会福祉活動推進功労者
◎特別表彰　
　次の方は、永年ボランティア活動に取り組み、地域福祉の向上に大きく貢献され
ました。
上溝ひまわりの会　スイムスイミング会

◎一般表彰　
　次の方は、地区社協や地域のボランティア活動を通して、また福祉施設職員として
地域福祉の向上に貢献されました。

鯉登茂、陽だまりの会、天野菊江、阿部召子、門倉公子、久米照子、大野初江、
岡義夫、西川壽子、尾﨑洋子、小山和彦、大神田正己、　藤宮子、大房千枝子、
関戸ナカ、石井晴章、佐藤久美子、平野良子、細矢慶子、関光子、松山和夫、笹崎
展子、金田直子、浜田昌夫、京岡一、田所百合子、島下多美子、森きん子、鳥居
妙子、三浦照雄、篠原美代司、林芳子、杉本眞里子、上野光子、藤田光子、照本清治、
岡本勝良、大橋千景、薄井一雄、鈴木一江、ボランティア華、中村伸江、小林美雪、
菅野キヨ子、板垣かつ子、大西アヤ子、阿久津容子、大久保輝子、荒井達雄、髙橋
功、いきいきサロン「ひまわりの会」、いきいきサロン「菜の花会」、中村方子、髙橋
政子、齋藤嘉子、小杉由利子、久保田ヤス、篠塚実希子、天野亮一、小山美智、
小野明雄、関根晴美、安藤千惠子、森山敏江、鈴木美和子、伊藤ツネ、佐藤和枝、
塚田悦男、林多枝子、前場道子、安宅仁実、小嶋千惠子、荒井達雄、森田政記、
中屋芙美子、猪口敦子、吉田ミエノ、杉田實、三富正行、佐藤友幸、清水学、秋岡
久美子、落合春彦、小島千恵子、塚本光子、塚本桂子、小林昭夫、佐藤富男、中谷
澄人、浦本貢、神保好宏、仲西美佐子、原田武士、佐藤一郎、須藤とし、角倉君代、
菊永政弘、畠中歌子、荒川トシ子、本田清子、楠本秋子、森タエ子、島津邦子、中野
ナツ子、南祐子、後藤惇子、目黒洋子、𠮷橋洋一、西堀登志子、村田記代、長澤淑子、
傾聴ボランティア「ダンボ」、高柳眞木子、宮野正子、佐藤美津子、佐藤俊英・佐藤
徳子、川﨑稔、松本秀子、芝宮正子、鈴木節子、宮久美子、藤本晴子、南雲久美子、
稲葉智枝子、八木弥生
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問

問

『おかんの会』で
おしゃべりしませんか？

11月28日（水）、12月19日（水）
午前10時～正午
あじさい会館５階福祉団体コーナー
中学生くらいまでの「発達障害」と
いう診断を受けたお子さん、また診断
はされていないけど「なんとなく子育
てしづらい子」の家族が集まって、
子育てのことなどを気軽に何でも話
せる場所です。
不要直接会場へ
ボランティアセンター　
042-786-6181 ☎

申
☎

日時

申込み

問 問合せ TEL

場所

￥ 金額
対象？内容

ボランティア活動を始めたいと思っている方のために

開催日
午後1時30分～３時30分

午後1時30分～４時

①11月 26日（月）

②12月 ４日（火）

あじさい会館福祉研修室

特別養護老人ホームよもぎの里
愛の丘（南区当麻490-1）

ボランティアとしての基礎
知識と活動紹介、車いすの
操作体験。②では会場の老人
ホームの見学も行います。

時　間 場　所 内　容

ボランティアセミナー

常勤職員募集
障害福祉サービス事業所レインツリー

来年４月の新事業所開設に伴い、サー
ビス管理責任者を募集します。
サービス管理責任者の要件を満たす方
月額 240,000円以上
(経験者は300,000円）
中央区上溝1249-1
(新事業所勤務の可能性もあり)　
午前９時～午後６時　
休日　土日祝日、夏季、年末年始　
電話連絡の上面接　
042-851-3547　
㈱ナチュラルライフサポート　古里

ふれあいのつどい

12月2日（日）
開場　午後1時　開演　午後1時30分
市民会館
16代目のうたのおねえさん神崎ゆう子
さんの童謡コンサート。売上げは日本
赤十字社を通じて東日本大震災の義援
金として寄付します。
前売り　大人 1,200円、小人 500円
当　日　大人 2,000円、小人 700円
ひよこ保育園　
042-762-1015☎

第３回 さがみスクラム写真展
作品大募集

精神障害を抱える人たちが企画する写
真展。「大好き」をテーマに皆さんの写
真を募集し、展示します。詳細はホー
ムページをご覧ください。
http://homepage3.nifty.com/com
ing/sagamisukuramutop1.html
応 募 締 切：12月９日（日）
写真展会期：平成25年２月14日（木）
　　　　　　  ～ 17日（日）
相模大野ギャラリー
（南区相模大野４丁目5-1-201）
さがみスクラム実行委員会事務局
（地域活動支援センターカミング） 
042-759-5117☎

山元加津子さん　講演会と
映画『４分の１の奇跡』上映会

被災地支援
チャリティー
イベント

☎

ひびき・あしたば会共催
映画上映会「人生、ここにあり！」

12月1日（土）
午後1時30分　開演２時～４時
あじさい会館ホール
精神科病院を全廃したイタリアで
起こった実話をもとにした映画。
チケット 当事者 500円、一般 1,000円
チケット販売：カミング
（中央区淵野辺4-15-6　ヴィーナス２階）・
ラック（南区麻溝台２-６-31）
ボランティアセンター
042-786-6181

問

￥☎
☎

①ボランティアセンター　　　 042-786-6181　　　　無料
②南ボランティアセンター　　 042-765-7085

申

申

申
問

☎

バオバブクリスマスコンサート

12月14日（金）　正午～13時
あじさい会館１階ロビー
リンリンランランによるハンドベル、
上鶴間オカリーナによるオカリナ演奏 
50人　
無料　
不要・直接会場へ
ハンドメイドショップバオバブ　
担当：村松
042-757-6772 

申

申

申

　 

☎

☎

￥

￥

市社協 非常勤職員募集
1地域福祉推進員（募集人数４名）
業務内容 （1）地区社会福祉協議会及び地区民生委員児童委員協議会に関する事務
 （2）上記団体の会議の開催や各種事業の実施　（3）募金活動の実施
 （4）地域内の相談・調整業務など
応募資格 （1）地域福祉に理解、意欲があり、地域住民と明るく接遇できる人
 （2）パソコンを使って、簡単な文書、計算ができる人
 （3）普通自動車運転免許（第一種）を持っている人
勤務・賃金　原則月曜日～金曜日　午前９時～午後５時（休憩時間１時間を含む）
　　　　　月額 240,000円
勤務場所　以下の４か所の中から採用時に指定します。また、採用期間内に勤務場所を
　　　　　異動することもあります。
　　　　　○城山地域事務所   （緑区久保沢2-26-1 城山保健福祉センター内）
　　　　　○津久井地域事務所（緑区中野633 津久井総合事務所内）
　　　　　○相模湖地域事務所（緑区与瀬896 相模湖総合事務所内）
　　　　　○藤野地域事務所　（緑区小渕2000 藤野総合事務所内）
【申込み】 市社協各事務所で配布する申込書を12月4日（火）までに郵送（当日消印可）
【問合せ】 福祉推進課地域福祉係　電話 042-756-5034

2南区地域福祉交流ラウンジ相談員（募集人数１名）
業務内容 （1）南区地域福祉交流ラウンジの施設管理及び利用団体等に対する相談援助 
 （2）ラウンジの運営委員会等の開催や各種事業の実施
 （3）各種団体等の相談・調整業務など
応募資格 （1）地域福祉に理解、意欲があり、地域住民と明るく接遇できる人　　　　 
 （2）パソコンを使って、簡単な文書、計算ができる人
 （3）普通自動車運転免許（第一種）を持っている人
勤務・賃金 原則月～金曜日　午前９時～午後５時（休憩時間１時間を含む）
 月額 240,000円
勤務場所 相模大野駅西側地区再開発施設内（南区地域福祉交流ラウンジ）
【申込み】 市社協各事務所で配布する申込書を12月4日（火）までに郵送（当日消印可）
【問合せ】 南事務所　電話 042-765-7065

☎

きらら祭

12月8日（土）　午前10時～午後２時
県央福祉会 きらら（南区麻溝台2-3-28）
イベント企画の他、自主製品販売、
ゲームコーナー、軽食、喫茶、バザー等。
不要直接会場へ
きらら　担当：柏原
042-701-8050

★年末年始のお休み
　あじさい会館・あじさい会館 南分室　12月28日（金）～１月３日（木）
　市社会福祉協議会各事務所・福祉機器展示室・保健と福祉のライブラリー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 12月29日（土）～１月３日（木）
★社会福祉協議会関係施設の休館日
　あじさい会館　　　　　　　　　　　 １月21日（月）

　 地域でボランティア活動をしてみたい、でも一人ではどうすればいいのかわからない、　
　 みんなで活動できる場ってないかな？そんな方にオススメ

○「地区ボランティアグループ」に参加してみませんか
　　高齢者との交流、施設での話し相手、障害児の通学支援、花壇の
　手入れ等々地域で活躍するグループの様々な活動をご紹介
○災害時に役立つ豆知識をご紹介
　 11月29日（木）　午後１時30分～4時　
　 あじさい会館　6階　展示室
　 清新・横山・中央・星が丘地区にお住まいの方
　 12月７日（金）　午後１時30分～4時
　 あじさい会館　6階　展示室
　 光が丘・大野北・上溝・田名地区にお住まいの方

地域支えあい活動推進セミナー  
ご近所ボランティアのすすめ

　 ボランティアセンター　電話 042-786-6181申

～普段の暮らしも災害時でも
　地域に仲間がいるって心強い～

￥

￥

問

問＊

＊

『障害者週間』
　市民の皆さんに障害者への理解と協力を深めていただくために、障害者週間にちなんだ
取り組みを行います。
☆ほかほかふれあいフェスタキャンペーン（主催 市障害者福祉団体連絡協議会）
　 12月１日（土）　午後１時～４時　　 小田急相模大野駅サンデッキ
☆障害者週間啓発パネル展示
　 12月３日（月）～９日（日）　　　　　 あじさい会館１階ロビー
皆さんのお越しをお待ちしております。

12月3日(月) ～
9日(日)は

問申

　発達障害と思われるお子さんを育てているご家族同士、
おしゃべりして「ほっとするひととき」を過ごしませんか？
ゲストスピーカー　
　(特非)ナチュラルトリートメント　理事長　横山良子さん
　 １月30日（水）　午前10時～正午
　 （特非）ナチュラルトリートメント（南区麻溝台4-1-21）
　 中学生以下の発達障害のあるお子さんの家族20人
保育 申込時にご連絡ください　申込１月23日（水）まで
　　 南ボランティアセンター　電話 042-765-7085

発達障害のお子さんのご家族のための 『おしゃべり会』

12月23日（日）
午前11時～午後３時50分
県立相原高校　体育館
「みんなが違っていていい、ありのま
まの自分で大丈夫」「ひとりひとりが
大切でかけがえのない命」
山元加津子さんが優しく語る
｢命の尊さ｣の講演会と上映会
大人 2,000円
きらきら☆たねまきの会　担当：内田
090-1205-5678

南区だより9号（11月1日発行）において、この「おしゃべり会」の記事に誤記がありました。
謹んでおわびし、訂正いたします。
◆ 時間　×誤 午後10時～正午 → ○正　午前10時～正午

資格

勤務

担当




